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1:1本，-寝朔皐 J曾清則

日本務類捗令と務ずる。

は苦談転望撃葬の主逃gt沙l伊量刈?将干及剖側りれ， i併j島トせて令I只1相互の2漣車

f的崎仇と手る。

8J!条本舎はlドj篠の目的を主主ずるきめに，次の取業を行 lj0 #. 

]. 、 総合句協縫いr~1阿) 勾守

~. 滋績に槻ずる研究令，号待'N令，採集合等.tV開催

3. 、定期刊行物の~fll

4. 'その他背骨係6目的を逮ナるだめに必要な事業

予白 井鍛4f!条本舎の事務所';!r令長のもとにお〈 。
司4 ・、h

JJ，jS熊本舎の轍年度は4月]E1に紛れ，翌年3丹:nU にn~<> ~ ‘ • 
司F

(箇『員)

告書!H命令員l':l:次の 3荷iとする。 一 回 一 . 、-，

1， 普通曾艮(議類に闘.C、をも予，本舎の・趨旨に賛同する偶人叉は図体で，役員舎

の承認す手もの)

員(主張感の滋逮にn献があり，本合の趣旨に賛同する個人で，役員舎の
るもめ)

8・ 4を}ltl令炭 、辞令の趣旨に賛同し，本令の後展に蜘己努興した個人叉は自主f事で ".‘

役員舎のW~施するもの)
'" 第干{条*舎にλi脅するには，住所，氏名 OPiI体名}椴ヨ駐在:記入した.入合111込書を合 恥《
長l訪日iすものとする。 五く

第 8f~ 合員は毎年fJYli 300 則を前納するものとする。但し~若手合員及び斡Jltl合員は e 

合J!(を袈しない。

(役員}
.. ， 

第 9鈴木舎に次の役員をお'，C; ゐ

令長 一一名 ， (径Wlは2ヶlf.とする)

幹事 蒋干名 (jモ織は2ヶ年とする}
• 

重[:lをは総合 tこ於て合ft 中よI1 tれを滋111する。幹事は曾長:~:曾良中上り ζれを棺

(' :;<;sする 3

[申剰j行物

銅劇10偽 j津余蜘合~~陵定j期駒州刊行吻 「磁蹴郷uを年判3引叫仰州Ir炉似r口叫'1川l
附 買剣リ

乙の合目別式昭和 ;]8年 10月l.'IfJから施行するρ

理伊



岩手際沿岸産海藻目録

I1.紅 藻類

J Ij 11時昭一*

S. KA W ASHIMA: A List of the Marine AIga日from

the Coast of Iwate Prefecture. 

II. Rhodophyceae 

RHODOPHYCEAE 紅藻類

Bangiaceae ウシケノリ科

69. Bαngiα fusco・PU?・'P~L?・eα (DILLW. ) LINGB. 

産地 :宮古，重政，主宝石

70. Porphyrαtenerα!CJELLM. 

産地 : 爾石，米崎

71. P. yezoensis UEDA 

産地 : 溜ー可i，中野，泊・古， ~を石，赤由ふ民間

72. P. c?assa UEDA 

産地:赤 崎

73. P. pseudolineαris UEDA 

産地: 八木，宮古， i輔T1，米崎

74. P. onoii UEDA 

産地 l童 市

Helminthocladiaceae ベニモヅク科

75. Ne仰Zαlio犯 vermiculα?eSURING. 

産地: 都市，中野，宮古， 3t石， 221災

Gelidiaceae テングサ科

76. Gelid似mdωα?・icatumMARTENS 
産地: 中型r-， S'iz石，ヨ*出荷

77. G. p~LSill~Lm (STACKH.) L芯 JOL.

産地: 氏周

78. G.α押切符siiLAMOUR. f. ty]ヨicu?nOKAM. 
産地 中山， 長内，宮古，)白岡，米崎

長 北海道大里整理製部被物製教室
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79. G.αmansii LAMOUR. f. elegans OKAM. 

産地:盆石

80: G. vαgum OKAM. 

路地 ~I" 虫丸瓜・問

81. Pteroclαdiαtenuis OKAM. 

ifr，二地: 氏周

82. Gα，ulαcαnthus o/cαmu?'ai Y AMADA 
産地 'I~í;・ 117，書官石，赤崎，米崎

Dumontiaceae リウモンサウ科

マクサー形

ヨレクサ

オノマクサ

イソタ。ンツウ

83. Du押wntiasimplex COTTON ヘラ リ ウモン

j$.:l也: 長内，宮古，赤崎

84. NeoduseαyendoαπαTOKIDA ア カ ノマ

産地: 磁市，中野，普代，宮古，重1丸赤山台，償問

85. Hyαlosiphonia cαespitosαOKAM. 
産地; 'JJ; IE 

Rhizoph y 1lidaceae ナミノハナ科

86. Chondrococcus jαponicus (HARV.) OKAM. 
産地 :米崎

Corallinaceae サンゴモ科

87. Lithothαmnion fretense FOSLIE 

Ti'2:l'血:長内

88. Amphiroαc?・etαceα ENDL.

産地 rl'!Jlf'， :長内，J1fi.代，世;古，赤崎

89. A. echigoensis YENDO 
産地: 都 市

90. CheuospO?・umyessoense YENDO 

イソウメモ 1，-キ

ナミノノ、ナ

イ Y キリ

産地 :fiU市，中山f，長内，普代，i弘行lf，盆石，赤崎，脱悶

91. CO?叫li-冗αpiluliferaPOST. et RUPR. f. filiformis RUPR. 
産地:腕"fli，'，1r i!i ，赤崎 ピリヒパー形

92. C. pilulife1αPOST. et RupR. f.伽terηwd旬 YENDO ピリヒパー形
Ei地; 秘市，ifT71f，赤崎

Grateloupia'ceae ムカデノリ科

93. G1叫 elo叩的 filic伽α(WULF.)C. AG. 

摩地: 長内， .!~一千代， :rk7古，股間，米崎

ムカデノリ

94. G. filic伽α(WULF.)C. AG， var. po門 αceα(MERT.)HOWE 
産地:出!干し 米~Iな ウツロムカデ、

- 2 ー
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95. G. divαrwαtαOKAM. 力タノ リ

産地. 積111，中出f，普代， 1~';ï!Î 

96. G. livida (HARV.) Y AMADA 
産地: 八木，官11f，船越，*時

97. G. jubatαYENDO 
産地:宮古

98. G. tuγuれ昨・~t YAMADA 

産地 :lli: 交

99. G. okam~ω・α，i YAMADA 

産地: 宮古，米曲者

100. p，αchymeniopsis ellipticα(HOLM.) YAMADA 
産地:米 崎

101. P. lanceolαtα (OKAM.) YAMADA 
産地: 租 1n 

102. P1"ion必ispαtensOKAM. 
産地: 米崎， 長';1j¥

ヒ ラ ム カデ

ツ ノレ ツ ノレ

キヨウノ ヒ モ

タンノマ ノ リ

7 ~.ラ タ

ヒ ラ キン ト キ

103. Gω'popel地 α1Ji怖 (HARV.)OKAM. マ ツノリ

摩地 : 積11T，普代， :iflE，大凶， 赤~I~" bS~ Ell ，米崎

104. C. flα:bellαtα (HOLM.) OKAM. コ メノ リ

産地: 越芸予*， }~r 国 ， 虫*~I~

Gloiosiphoniaceae イトフノリ科

105. Gloiosiphoniαcapiltarお (HUDS.)OKAM. 

kt:t出日H~， }s11到

Endocladiaceae フノリ科

106. Gtoiopeltis fU1'Cαta (POST. et RUPR.) J. AG. 
産地: 秘市， 八木，中出f，長内，普代，山・1!「

大組， 5fZ::(j， };!f丹，赤時，院国，米崎

Callymeniaceae ツカサノリ科

107. Callymen似 1'enifo1'mぬ J.AG. var. cu臼7
奇産地: 米 山崎

108. CaUophyllis sp. 
F在地貴闘

Nemastomaceae ヒカゲノイト科

イト Y ノ リ

7 タ ロ 7 ノ リ

109. NemαstomαtαncifoliαOKAM. ウスギヌ

産地. 虫1<: ~I;f 

- 3 ー
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110. 晶胸抑附句 d:ubJli(CHAUV.) J. AG. ペースナ:i'

産地: 中野，長内，大槌，釜石，赤崎，康岡.米崎

Gracllariaceaeオゴ19科

11L Grac伽仰 confe問。他8ι.)GR町. オゴノ F

.産地:長内，赤崎，米崎

112. G. chordo. HOLM. ツルシラ毛

産地:底丹

113. G. compre制 (C.AG.)G回 V. シラモ

産地:康問

114. G. temtorii SURING. カパノ F

産地:米崎

問。camiac伺 .e .::Lカ9科

115. Plocam伽，mtelfairiae HARv. 品カ P

産地:米崎

116. P. telfa'i!付制 HARV.f. t品問4隅 tumOKAM. ユカ1) ~，診

産地:米曲者

Phyllophoraceaeオキツ19科

117. G.伊飽旬。Igongr蜘 ftabelliformi8HARv. オキツノ1)，

産地: 宮古，赤崎

118. Akザert，旬 parad側aISURING.) OKAM. ハリガネ

産地: 中野，長内，官官，釜石，赤崎，農民米崎

Glgartloaceae スギ19科

119. Cho惚ゐ・糊 ocellat制 HOLM.f. tm胸嚇 OKAM.
産地: 中野，釜石，米自奇

120. C. ocellat咽 HOLM.f. c側 at:伽切伽 O臥 M.

産地: 宮古，釜石.赤崎，康問，米両者

121. C. oce政ztusHOLM. f.俳句制侃AM.
農地: 中野，宮古，庭回

122. C.戸nnulat'畑・但ARV.)OKAM. 
産地: 中野，長内

123. C. elat.旬8HOLM. 
産地:長内

ツノマタ

=マタ

トチヤカ

ヒラョトヂ

=トヂヅ/"?タ

124. Rhodoglo88um pulch，rum (K~ETZ.) S町四.et GARD. 
産地:八木，宮古，氏周 アカパギンナンアウ

125.' 1:例・dopk抑制 ω問問叩伽(POST.et RUPR.) S町四.et GARD. 
産地:中野，宮古，米崎 タロパギンナンソウ

-4-
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126. GigartinαunaJ，as1r，o拠8IsRUPR. イ，y.ノリ

産地: 中野，宮古

127. G.伽伽抑制diaSURING. カイノ P

産地 B毎回

Champiaceae ヲツナギツウ科

128. cl加m，がapa~問ula (AG.) J. AG. ヲツナギソウ

産地:長内，普代，霊荒

129. L仰 ω叫昨伽 hα加da伽ωisYENDO コスヂアシツナギ

産地: 中野，官官，重茂，赤崎，康問

Rbodymeniaceae ダルス利

130. Rhodym側，iapaJ，maω弘)GREV. グルス

産地: 中野，赤崎，康問

13L R. pert糊 a(po町'.e'色RUPR.)J. AG. アナダルス

産地:種市

132. R. intri己αta(OKAM.) OKAM. . 
産地:米崎

133. Chryff!Jmortia wrightii但ARV.)YAMADA 
産地: 高岡，米曲者

Ceramiaceae イギス務

1剖.αram'伽，mp開制ua抑制 OKAM. 
産地: 宮古，赤崎

135. C. kondoi Y:聞00
麗地:種市，八木，長内，赤崎.，J、友，米崎

マサゴシパ P

タヲヤギ Y ウ

，、 pイギス

イギス

136. C. jap側伽m OKAM. ハネイギス

産地: 赤崎，康問

1紅白mpyla町phorαhypnaeω'desJ. AG. エゴノ P

産地:米崎

138. Pt'UOta fIeDt伽ata(GUNNER.) KJELUι クシペユヒパ

産地: 種市，中野，宮古，釜石

1ω• GrsJfit，加4αjap抑伽 OKAM. カザシグザ

産地 11毎回

140. Ca'叩ob16pharisschmitziα側侭，BD.)OKAM. チリモミヂ

産地:種市

141. Antit，加mn伽，nipp側伽tmYAMADA et. INAGAKl アタツガサネ
産地: 宮古.n苦闘

-5-
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Delesseriaceae コノハノリ科

142. A C1'OS01・伽m yendoi YAMADA 

T.fl地: 八木，rl~ 出f， 刀21交，民間， *111荷，長部

143. A. polν悦e~w~~仰L OKAM 

E在地: 八木，巾出f，長|仙 普代，米崎

144. Delesse1'iαviolαceα¥HARV.) KYLIN 
産i也 \:I~ 出'f，官11f

145. E1・ythrogloss~~m p仇旬αt~~m OKAM. 

産地: 釜石

Rhodomelaceae フヂマツモ科

146. Lα~~Tenci，α okα押印?・α，i Y^MADA 

産地: 純資，宮古

147. L. glαπduliferαKUETZ. 
産地: 秘r¥1， ~I:\ 出r，官官，雨石， ~j;崎，氏問

148. L. yendoi YAMADA 
産地 :種市， r.tillf，長内

149. L. pin冗atαYAMADA
岸地:長内

ノ、 ヒウ スノマ ノリ

スヂウ λ ノJノ リ

ヌメ ノ、ノ リ

IJチウスベュ

ミツデソ〆

オ ホソ ゾ

'r IJ ソゾ

ノ、 ネ ;1 '/ 

150. ClwndriαC1.αssicαulis HARV. ユナ

産地: 中野， 長内， 41L代，官i!i，:ill:1定，査を石，赤11町、 JJE匠1，米崎

151. Polysiphoniαcod悦colαZANARD. ノぐライ ト 1/.y-

産地:成田

152. P. yendoi SEGI エン ドウイ トグサ

産地. 中野，主千代1 ~Þ~ï!r ， :ID:涜

153. P. ja，・ponicαHARV. 'r 7'リイ トグ司F
産地: 中堅f，庇悶

154. P. 7~rceolatα(DILLW.) GREV. ショウジョウケノ リ

産地 l}!i代， iEflE，織笠，米崎

155. P.刊1.0γγoωiiHARV. モ ロイト グサ

産地 : 級住居，雨石，赤崎

156. P. senticulosαHARV ムツイトグサ

摩地: 中野，宮古

157. Enelittosip1}oniαha，fcodαt側 sis(YENDO) SEGI ? キ イト グサ

摩地: 積 iti 

158. Symphyoclαdiα1αtiusculα(HARV.) Y AMADA イソム ラサキ

産地: 積r!i，八木， rl:\ 山r， 普代 ・;\古，赤lh!.f，米 II I~

159. .Rhodωηelα1αγお (TURN.)C. AG. アヂマツモ

産地'f~fiilí ， 八木， rl'出f'，]~iィt

- 6-



川崎: 岩手県草沿岸JA海言葉目O!k II. *J:滋i類

Dasyaceae ダジア科

160. Da幻jαsessilisY AMADA エナシ〆ジア

産地: 宮古

161. Hete1'oS'iphoniαpulch1'a (OKAM.) FALKENB. 
産地: 八木，J~q 同

162. H. jαponica YENDO 
産地: 八木

163. Benzαitenia ye冗osh1-mensisYENDO 
摩地 ~i.代， 政問， 米 ~I奇

- 7-
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鳥取膝下の温泉藻類

生駒義博宇.守土井 進**

Y. IKOMA and S. DOI: The司lermalAlgae of 
the Hot SpriDgB in Totωri Pref回:ture.

緒雷

鳥取県ずには東より岩井，鳥取，吉岡，浜村，勝見，東郷，浅津，三朝，

関金，皆生の諸温泉が湧出し，真正の好温泉藻類を求めて 300C以上の温泉

湧出口から人工の加わらな

いところに発生する藻類の

研究を行った。本研究には

神戸大学教授広瀬弘幸氏の

指導によるところが多く特

記して感謝の意を表し又岡

山大学温泉研究所(三朝)御

船政明氏に何かと御世話に

なった.

la!.!I曜
Fig. 1. _鳥取懸に於ける温泉分布格闘

各温泉の梅観

1. 岩井温泉群山陰線岩美駅東南4km3アC， pH=7.4~襲被は Phormi­

dium Corium及びP.luridumで.僅かにLyngbyaluteaが混生する。

2. 鳥取温泉群 鳥取市にあり沖積層から湧出しポシプで揚湯浴槽に引

く，木島温泉では貯湯槽の側面に附着する。 37"C，pH= 7.5で Phormidium

αriumが多く藻被を形成し僅かに P.luridumの混生を見る。
&吉岡温泉群 鳥取市吉岡温泉町，湖山池の南西花嗣岩からなる中央

の谷から湧出する株湯で使い湯として利用されておる 5TC，pH=7.9その内

壁の藻被で Synechococcuslividusのみ生育する。

4.浜村温泉群 山陰線浜村駅前で本研究の対象となる温泉藻類の生育

勢鳥取大拳拳饗拳部生物準教室

糊鳥取鯨立河北農業高等象校
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正l三駒 ・土井るI収~IW下のìJ~'iJjl若草類 37 

場所はない。

5. 勝見温泉群 浜村駅の南側で，斑i伏花闘岩丘陵の仰|から湧く温泉Jff
で，(a)畜産加工所の泉掠 680C，pH = 7.4藻肢は Mastigocladuslaminosus， 

Synechococcus lividus の 2 種が独立又は混生 し群塊をな し両者 とも 52~560

Cの位置が最優勢であり 65
0

Cで僅かながら発育する。 両種とも温泉特産種

である。 (b)鈴木虎一氏源泉620C，pH=7.4前同様2種が優勢に発育する。

6.東郷温泉群 山陰線松崎駅前，東郷湖南岸に湧出の塩類泉であるが

本研究に適当なる温泉が少なく谷水旅館の北の源泉で 380C，pH = 7.4 Masti-
gocladus laminosusのみで碇藻類も検し得た。

7. j室津温泉群 東郷湖西岸沖積層の湖底温泉で 6カ所ある。 (a)北沢

三郎氏商の源泉 560C，pH= 7.4 Synechococcus lividus， Mastigocladus lami-

nosusの2種で共に優勢である。 偽)同氏東の源泉510C，pH= 7.3 Mastigocla-

dus lmninosus， Synechococcus lividusの2種が優勢である。.(c)竹内すね氏

源泉430C，pH = 7.2 Oscillatoria acuminata ¥1佐 1種が優勢である。(d)湯村朝

子氏源泉560C，pH= 7.4 Synechococcus lividus， Mastigocladus laminosus・

Phormidium luridum及び P.beρρuensisを得た。(e)山崎寿氏源泉470C，

pH= 7.4 Oscillatoria acuminata， Phormidium be.ρμtensis， Lyngbya lutea 

等の藍藻を得， 又羽比~自の珪藻が混生する。 (f) 杉本芳信氏海泉 450C， pH = 7.4 

Oscillatoria Cortiana， Phormidiωn luridum及び P.viscosum 等の藍藻

類が主で他に羽欲目の碓藻数種が混生する。

8. 三朝温泉群 t山陰線上井駅よ

り南東 10km，花開岩地にl峡谷を作っ

て西北に流れる三朝日lの沿岸にあり ，

放射能含有量世界第1の名j毘泉である

が，本研究の目的に合した場所として

は3カ所である。 (a)河原湯 (Fig.2)泉

温 530C，pH = 7.0露天浴槽で竹の導管

の内側に着生する Mastigocladusla-

minosus， Synechococcus elongatus 

var. indefinitusの2種が単独又は混

生して移しく発育しまれに Anabaena

sp.が混生する。 (b)三i閉館前河原湯，

- 9 ー

Fig.2. 三朝 :河原湯…湯は竹の

~J を J凪 p 宥の?谷 rWiに入る
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泉温 480C，pH = 6.8三朝川の治水により 淡水が入 り込む Oscillatoriaconst-

ricta var. tenuis， O. curviceps， O. tenuis var. ter gestinaが多くj藍かに

Synechococcus lividusが混生し稀に Anabaenasp.が発見される。又羽i伏目

磁謀が混生するがこの温泉の部被は OsciII atori aであるのは面白い。 (c)国

立三朝療養所前の源泉，泉温 39"C，pH= 7.4藍諜では Phormidiumlamino-

sus一種，緑藻の Microsρorasp.と接合誌の Mougeotiasp. Cosmarium sp 

とが混生し後者を除き前2種はかなり優勢に繁茂する様子は他に見られない

謀説{の形成でらる。

9.関金温泉群 倉吉から小鴨川に沿って 8km東南に入り込んだ峡谷

で花|荷揚の告IJ ~ から自 l直し放射能単純祖泉で温度は低い。 (a) 視治地上の自然

湧出泉源，泉iillt380C， pH = 7.3 Oscillatoria princeρs var. minor， O. Cortiana 

でOscillatoriaの藻被形成である。 (b)伊藤長房氏温泉，泉洞 36，....，380C，pH = 

7.4 Pleurocapsa minorが催占種で Oscillatoriasρlendidαが混じ Phormi-

αmo:roxr臨むXJXJ:f:1.m
θ 
cr:疋エロEロロ工口D

A∞ゆ叩従む

安審

自92l
-10ー

Fig.3.説明

1. Synechococcus lividtts COPEL-
AND. (x 250) 2. S. elongαtus NAG. 
var. indefinittts EMOTO et HIRO-
SE(x250) Plαγocαpsα?n"伽0γHA'
NSG (x 250) 3. J¥!IαsUgocladus la-
minosus COHN. 4. a.糸:J犬休の先端
部.b.糸状体の"':"'ffii，分校状態を示
す(x 250) 5. Anabaenαsp. (x250) 
6.A冗αbαenαsp.(x 16司 7.A冗αbα・
6ηαsp. (x 165) 8. Osculαtoγ!的 sp-
lendidαGREV.ヨb再指1m(x 250) 9. O. 
princeps V AUCH. var.旬t'l:no?'Yo司
NEDA先端古ii(x165)10.0.cuγvi-
ceps AG. var. miπ01' EMOTO et 
HmOSE a.先端部 b.J白川li(x250)
11. O.αcumi仇αtαGOM.先端部 (x

250) 12. O. constγictαSAZAFER 
var. temt'is EMOTO et HmOSE 
(x 250) 13. O. Cort'iα叩α(MENEGH)
GOM.先端ji1i( x 165). 
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.1:し取1M，下 の温泉談lfiIi分布表

最f応
古 I~ Jlf 1I2 E 明 民f在1 

混 痕 名
引 )11 凶 ill加 鈴郷

北沢 北1f1! 
竹 r品 山将 Ii'J 

三白両、司18 116司車3 書一主里ffi
.， 10' 

伊勝 木品 務鈴 鹿工所 木 zヰb千 丙Jl[ 内村 崎洋よ r、" ざ l陪|

i i 
地泉霊ま子

食 放Iji

娘 慣 グ臨 'J I 11 'ノ ν "1  '/ 1同9BIH一 '1 I IJ " 

~j.! j~ j~ 

泉 話4 c 37 1 37 67 152
庇
-印
628825~ 6 61 143 

401 4) o3 1 48 39138 30剖-

pH 74 7.5 7.9 7.4 7.4 7.4 74 7.3 7.2 ワ474 74 70 6.8 7，) 73 7.4 7.4 

SllnechOCOCClt8 lividlt3 . 1 + + ) + . ) + 1 + + ー+

S/I. eI.ong叫瑚 var.tt，由Fηitlts +ー

Plel.町田a戸α問問or . ， . + 

M田 tigocl.adtUJlam.ino8118 . + 1 + +ト + + + 

A司obaenu-sp. . ， . . ， . + 

An.sp. • I • • • • " 1 + . 
An. sp. • I • ，. . ， . . ， . + 

Osc;[latoT'iαt:;plend剖α . ， . . . ， . + 1+ + 

08. princeps var. m:i.1I.or • I • I • . ， . . + 1+ 

08. curvi四阿 . ， . . ， . • 1 + 

08. curuic町1)3var. mUlor . . ， . . ， . + ・

08. ocnminata . . ， . +・ +・

Os. canstricta sa:.a!cr var. lcnu:ia . ， . . 1+ ・

08. Cortiαnα . . ， . I • . ， . . ， . 。+ . ， . . +・

08. tcnu'臼 var.IDrgestin4 . . ， . +・

Pho円 1t1diamCoru，m + 1+ . ， . 

PI，ι htridr.品川 +1+ . ， . . 1 + . 1 + 

Ph噌加rpplωJI"'" . ， . . 1 + + 、
Ph. "，minOSlLnt . + ， . 

Ph. r臼COS!Lm . ，. . ， . . ， . . 1 + 

Ph. (吋 sp . . ，.・ - ・， . . ， . + 

LynUbyαluteα 4 ・ . ， . + ・

MicTO申oraSp . • L • l ' + ・

Mougoot由 sp. . ， . + ・ ー

Cos-n回 riumSp. . ， . ー .， . +ー

Melosira varian8 ;. + 1 . 

計 26 4 1 2 1 1 2 2 1 1 2 1 1 ~ 1 3 3 1 3 6 1 4 4 1 4 1 3 

会地温泉産刷物主主 4 1 2 1 1 2 l B 12 8 

- 11-
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1，‘.、‘.

Fii.4.説明

1. OsCulataria ten悌iBAG. var. 
t6rgost伽畑区:UTZ).RAB町民.先端
部(x260) 2. PkO'l吻耐伽mCori句協
(AGo) GOM.先端部(x260) 3. P. 
h州制郷町叫 R組問lJ.先端部
(x2切4.P.oo:抑制畑iBYONEDA
先端音量 (x窃0)6. P. lam伽ωum
(~G.) GOl'.ι 先端鵠(x.260) 6. P. 
叫 ωm棚 L団側.先端部(x窃0)7. 
P. (1) sp.先端音量(x2刷 8. Lyng-
11ya lutea (AG.) GOM.糸状体の先
端部及び連鎖体のー官官 (x翻，) 9.. 
M抑・0叩orasp.糸状体のー部&:ぴ
細胞膜のE構造 (x260) 10. Mou-
gω蜘 sp.糸状体の一部(x260)11. 
Cosmα，rium sp. (x 2回) 12. MoZo-
Wt1明T伽~AG. 糸股体の一部 (x
260) 

huF札
問
料
配
臨
V
晶
U
U

自
国
関
関
憐
盟
問
門

dium (?) sp.が交錯生育する.

10. 皆生混泉群米子市海岸で研究の対象となる生育がない。

摘要

j ・~. !泉温3q-伺℃で，最もよく生育するのは 30-650Cで，本研究では

Sキ~(;~OCc悶 tivid:前， Mastigocladl制 lami仰 S附句街。Cが藍藻生育の最高

温度である.

2. . pHは6.8-7.9でその変化は少な〈藍藻類の分布との関係は少ない。

3. 光量との関係は至大である.その他周囲のあらゆる環境や地理的要

素と関係がある。温泉藻類の生育形態として次の5型が挙げられる.

(1) Synechococcus， Mastigocladus共存型.
(2) Oscillatoria型.

(司 Phormidium型.

仏)Pleurocapsa型.

府)Mougeotia， Micrωρora混生型.

-12-
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である。藻被形成上特に主要な種類 として 500C以上の温度では Synecho-

coccus， Mastigocladusの両i弘、500C以下の温泉では Oscillatoria，Phormi-

dium両属が挙げられる。

文献

1) COPELAND， J. J.: Yellowstone Thermal Myxophycea巴.Ann. New York Acad. 
Sci. 36 (1936). 2)工本義鍛:我が!週i品泉中に生楼する微生物について槌&ぴ!fiIJ2 
(1932). 3)江本義政・脱獄i弘吉?':那須巡}込書宇の*10菌類及び藻類 ibid.7， 8 (1939-40). 
4)箱恨温泉群の如l噛類及び藻類航研 16(1940). 5)安主主z大郎山&ぴ吾妻温泉若手の細

菌類及び議類十ili.&び動 8(1940. a). 6)日光湯元湯泉の語111菌類及ひ・藻類槌華1E55 (1941). 

7) 1¥良子温泉群の詰10菌類&ぴ議狩iibid. 56 (1942). 8)宮城鯨中山温泉の細菌類&び
主主類温砂f2 (1942. a). 9)鬼首温泉1洋の系110菌類&び滋類槌雑 56(1942. b)ー 10)八

!1l1FI~及び焼山温泉鮮の*10菌類及び藻類 ibid. 56 (1942. c). 11)栃木県主魁原温泉群の細
菌類及び藻類 (1942.d). 12) 長野県系下諸説~lの温泉植物 ia科 4 (1949) ; 5 (1952). 13) 

伊香保i山手色鮮の温泉他物 ibid.5 (1952. a). 14)江本寺島数・米国勇一 :阿蘇温泉群の細

菌類及び孫類生態研 6(1940). 15)指宿温泉1洋の細菌類1&び若葉類 ibid.6 (1940. a). 

16)奈頁版下2温泉の細菌類及ひ・五菜類 i品科 1(1941). 17)島根県芸の温泉柚物楠研 17
(1941. a). 18)富山際下言者温泉の主111菌類及び荻野i槌分地 11(1941. b). 19)鹿瀬弘

幸 :温泉と言葉類 言葉類 1(1953). 20)穿ii正太郎 :温泉中の植物植雑 4(1890). 21) 
伊隊祐一 :温泉生物(岩lJ元社)(1944). 22)石川成竿:本邦温泉論考(古今書院)(1928). 
23)松山illl;二:日本温泉大鑑 (tW文倣)(1914). 24)御船政明:闘金温泉及び皆生温泉
のJ良質に就u、て 問犬温別報 10(1953). 25)三好準:日本鎖泉の生態主義的研究略報
植雑 11(1827). 26)問問要之幼 :八甲悶 山酸ケ湯温泉附近の温泉iMt若草野i生態研 5

(1939). 27) PASCHER， A.: Die Suesswasserflora Heft 12: Cynophyceae (1913). 
28)米岡勇一; 日本盗議す[iI. II. III. N. V. VI. VII.縮分地 6(1937)， 7 (1938)， 7 
(1938. a)， 8 (1939)， 9 (1940)， 10 (1941)， 11 (1942). 29) )j U府ì~泉~輩、議類 ibid . 7 (1938. 
b). 30)北海道に於け る温泉主主類の研究 I.II. III. N. ibid. 8 (1939. a)， 8 (1939. bl， 
9 (1940. a)， 10 (1941. a). 31)岐阜!日系下諸温泉の品10菌類及び議すm植分地 11(1942. b). 
32)温泉の芸10菌類及び泌すmibid. (1942. b). 33)和歌山県系下諸温泉の剃l噛努i&び藻類
ibid. 11 (1942. c). 34)石)i1燃産温泉謀叛 ibid.11 (1943). 35) 日本産 Synechococ・
cusに就ν、て ibid.13 (1943). 36)宮崎燃吉田温泉群の草草野l~車類 2 (1954). 37) A. 
General Consideration of the Thermal Cyanophyceae of Japan. Coll. Ag. Kyoto 
Univ. No. 62 (Fis. No. 2) (1952). 
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海藻 の 英名及 び ハ ワイ名

H. OHMI: Eng1ish Names and Hawaiian Names 
of the Marine AIgae. 

近江彦栄
(北il~:~北Icf'手水産処:i~ií)

食用，工業用その他に海藻を利用しているのは我国が第ーであって，諸

外国でもヨ {ド及びカリの原料として，又家畜の飼料及びI肥料と して用いて

いたが，第二次大戦中，力1111よ資源の重要性からイギリスに於ては，1942年に

海藻の調査隊が組織されて，約1年聞に亘って海藻の生育資源調査を行った。

又 1937年以後は欧米に於ても寒天及びアノレギン酸の原料として， 海藻の利

用価値が著しく増大するに到った。

なおハワイめ住民は我国に次いで食用に供していて， 約 75種の海藻を

“limu"と総称し，その内 40種は普通に用いるが，他は余り多く用いない。

又 Samoaでも “limu"と呼び， TahitiとMangaiaでは “rimu"，Guamでは

“lu rn，ut" とIf予んでいる。\If1~ハワイ在住の日本人は岡地の海部を余り食べず，

日本からの輸入品を用いている。

以下は普通に利用せられる海藻の英名及びハワイ名を，主として次の著

書から摘記したものである。

引用文献

CHAPMAN， V. J.: Seaweeds and their us邸.1950. 
TILDEN， J. E.: The Algae and their life relations. 1935. 

9t ~ 
A 

Agar (Luigga) 

Agar-agar (Galipoeda) 

Agar-geser (Ceram Island) 

Agar-po串loe(Sperrnonde) 

B 

Badderlocks (Scotland) 

B巴dderlocks( 

Black kelp 

里長 ~ 

E1tchenmαm1wicαtum 

Alαri，αescnlentα 

Nm・eocystisluetlceα叩

- 14-
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Black tang ]ilUC~tS vesiculosus 

Black Wrack ]ilucus serrattts 

Bladder kelp Ne1・eo(1)stisluetkeanα 

Bladde1' wrack Fucus悦 siculosus

Boeleony lepipan (Bali) Etwheumαsen・α

Bootlace we巴d ChordαJililttm 

Braggair Lαm初ariαdigitatα

Brown sea pa1'sley Gelidium pバstoides

Brown kelp MaC1'ocも{stis1)1)1γeγα 

BuIl kelp (Calif， & Alaska) Nereocystis 

BuIl kelp (New Zealand) Dutvilleaα旬tα1'cticα

Button weed H伽凶冗thαliαlO1・回

C 

Ca1'ragh巴巴n

Channal wrack 

Corsican moss 

CowstaiI 

Cow-tang 

Crannogh (Ireland) 

Curly gris七lemoss 

Curly moss 

D 

Chondγ'us ocellαtt加 f
C1'ωpus 
Pelvetia cα冗αlictuαtα

Alsid加m hel四~inthochoγton

Lαm伽α同αclottstom'

Pelvetiαcαηαlictuαtq， 

Rhodym仰似 palmαtα

Chondnts ocellatus f， 
crwpus 

" 

ツノレ モ

ヤハグツノ マタ

タ'ノレ ス

ヤノ、グツノマタ

Dabbylocks 

Daberlocks (Scotland) 

DiIlesk (Ireland) 

Lam仇αγ4αsαcchar伽α カ ラフ トコ ン 7'

Alα7・4α esculentα

Rhodymeniαpal悦 αtα グルス

DiIlisk ( " 

Dulse (Scotland) 

E 

Eel grass 

Elk; kelp 

F 

Zoste1'αma1'伽 α

Pelagophyctts por1'α 

Feather boa kelp 01' ribbon Eg1'eg句
kelp 
Flans Lα悦伽αパαclo叫St01似

G 

- 15-

1/ 

グ

ア マモ 顕花J植物

43 



44 若草類 第 3!fE第2波 IIr!.手口30年 9月

Giant kelp 

Goitre sticks 
(South America) 
Great kelp 

Green dried laver 

Green laver 

Gre巴ntips 

Gristle moss 

Gulf weed 

H 

Henware (Orkneys) 

Honeyware 

Phyllogigas 

MαCl・oC1fs地問?γel・α

Ulvα pel't~tSα ' 
Ulvαtαctucα 

H仰 Mα spicife1'α

Chondl'us ocellαtus f， 
crwpus 

Sa?'gass~trn enerve 

Alα?'iα esculentα 

Hor~e seawE;:ed Rhodym.enia pαlrnαta 
(Norway & Lapland) 
I 

Irish moss 

1 

Jelly moss 

K 

Chonaゲusocellαtus f， 
cnspus 

Chondγ~ts ocellαtus L 
cγωpus 

Karengo (New Zealand) Po?'phyraの一君主

Kelpie (Caldy Islandl Lαminaバαcloustoni

Knobbed wrack Ascophyllum冗odosurn

アナアヲ!t-

Macrocystis， 
N ereocystis & 
Alariaの総m
Phyllogigαs 
の整

-¥"，.7、グツノ，'7

7)>ン?".'7ラ

。ーノレ ス

ヤノ、グツノマタ

1/ 

淡水・蓋紅藻二種の新産地昔

森通 {呆

チスグノ リとして従来我国では鹿児島県，長崎県並びに沖縄産のものを，

Thorea ramosissima BORYにあてていたが，山田教授(1943)によって長崎

県のチスジノ リは米田博士 ・八木繁一氏 (1940)記載の四国松山市外お古泉産

この報告は 「滋類J 寄・稿 を希望して-flf'年 (1953) 校|羽並びに送稿を依~ff[されたのであ

るが，この様な報告は採り議される原因となる事を快れ気が進まぬまま現在に至った。

1~r し最近熊本県?{:から長大，附悶喜一博士に依 P 向隙なE遺児があ り， JJ.てコ同博士から後
表をすすめて来たので主主に岱H寺の原稿のま ま受i践する次第である。ー一一瀬川宗吉記

- 16 -
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オキチモズク Nemalionopsis.tortuosa.YONEDA et'YAGIと同物である事が分
った。又鹿児島 ・沖縄のチスジノリも T.ramosissimaとは別種で且つそれ

ぞれ極を異にすべき事が明らかとなり，前者をチス V ノリT.Okddai YAMA-

Dl).，後者をνマチスジノリ T.Gaudichaudii AG.と改められた。

筆者は数年来淡水産紅諜の分布分類並びに生態に興味を持ち，熊本県ーを

中心に調査をしているがこの度熊本県下にもオキチモズクとチスジノリを，産

する事を知り得たので，その新産地の概略について報告、する。チスジノリに

ついては熊本県菊池高等学校渡辺憲吉氏が資料を供されたもので，生育地の

;伏f患については氏の調査に待つ事が多い。記して深謝の意を表する。なお始

終御指導をいただいている九大股，i頼、川博士に深謝する。

1. オキチモズク Nemalionopsistortuosa YONEDA et YAGl 

筆者は 1948年9月1日たまたま熊本県有佐村下有佐の湧泉でこの紅渓

を見出 して瀬川博士に査定を御願いした処，ォーギデモズクらしい事が分り ，

博士は更に山田教授に送付されたので岡敬授は1949年8月。7日有t佐村の生

育地を調査された。

これを産する泉は 「牛の泉」とも「失せずの泉」とも呼ばれて四季その

湧水の絶えない泉であって， その大きさは方 1.5mの石垣囲いの浅い井戸で

ある。その表面の半分はヨンクリ ート 板で覆われてドる。泉ゐ水深は約80cm，

水底には泥土がかなり沈積して7](草が茂り ，水の湧出が緩慢でやや止水に近

い。オキナモズクの着生するのは僅かに日光を受ける石壁の表面やそれに着

生する活字類の茎であるq お吉泉ではこの紅藻は半ば樹林に震われて且つ流れ

を伴なう泉の流出路に銑産し， 体の高さは 5~30cm に生長するそうf あ， る

が，r牛の泉」では狭い石壁に点在して 体の大きさも .10cmを越えるもρは
極めて稀で消滅の慎れもないとはいえない。着生する環協が日射をさえぎら

れた半日I陰であるこkは一致するが，止水に生ずる事(r;J:注目すべき相違点、で

ある。

2. チスジノリ ThoreaOkadai' YAMADA 

熊本県米田村で菊池川に産するノ リの1種をカソノリ ，カワノロ ，カワ

タケ等とl呼んで生食又は佃煮としているということを渡辺氏より聞き及ん

だ。そこでその;標本を瀬川博土に送り査定をお願いしたところ，チスジノリ

T. Okadaiである事が明らかになった。 .

体は普通 15~30cm，稀に60cmを越えるものがあり ，粘質に2苦み美し

- 17ー
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い赤紫色乃至紫色或い赤褐色であるが，水中に着生するものは黒褐色に見え

る。生育地の主なものは米国村坂田部落と 川辺村西牧部落の間の渡船場附近

で，水深 O.6--2mの川底の礁に着生する。流れは認められるが速いと い う程

ではない。通常 12月初句には見られるが， 11月初句に発生する年もあり ，

又，場合によっては殆んど出現 しないと島われる年もある。流水の盟富な点、

では鹿児島県の川内川と似ている。

有佐のオキチモズクは我国の第三の生育地として有意義である。又，チ

スジノリ属の北限は本邦としては今まで鹿児島県川内川とされていたが，新

たに菊池川がその北限となった。

(熊本県系立八代高等経校 生物研究室)

文献

八木繁一・米岡勇一 (1940):植分地， 9，2.

111悶幸男 (1943):純研， 19，5.

一一一一 (1949.a):繊維， 62， 729-730. 

一一一一一 (1949.b):槌研， 24， 1-12. 

アマノリの糸肢体に閲する

座談曾の記録

昭和30年 4月5日に，日本水産準舎でf暫滋捌係者が集ったのを;機舎に，集合 「ア

マノ リの糸状体に関する座談合」を行った。*揚は 「全海苔」の御好意、で問舎の海苔

合官官を伎はせていただいた。 出席者は三宅脇ー先生，山国令長以下約40名， 時間氏

の司令で約311別問にわたって討議した。官nl議論されたことを中，じ、とし，之に時間が

足らないためと，紋日出席されなかワた方々の研究テ ーマ のためにìir.i ~'/1¥なかったご

三の問題をつけ加えてまとめたのが本文である。幹事の手落ちで前日の討・議の記録が

極めて不完全にしか取れず，脱落や談日も少なくないと思うが， ζの鰍お許しをお願

いしたν、。(須m剥変造)。

Conchocelisをはじめて報告した BATTERS(1892)は既にとれを Porphy-

raceae (今日の Bangioideae，アマノリを含むクジケノ リ類)に属するもの と

指摘していた(殖回)が，アマノリ属 Porρhyraの生活史との関係には気がつ

かず Erithrotrichia(Bangiaヲνケノリに近い糸;伏諜)に近いものと考え

- 18-
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たs その後，アマノリ類の果胞子が多くはガラス寄与の上で糸J伏に発生するこ

とを多くの人々が見ていたが， これと Conchocelisとの関連は50年以上し

て1949年に DREWが報告するまで気付かれずにいたわけであtるa

日本でも遠藤博士(1916)が既に果胞子が糸献に発生するのを見ていたa

これから後になって滋走胞子が出ることを報告しているが，何か菌類の寄生

か Protozoαかを見誤ったものであろう。その後，岡村博士(1920)その他多

くの研究者が糸紋発生を見ていたが，未熟な果胞子の異常発生であろうと考

えていた。もし誰かが，t音養をガラス，竹の上でなく，貝殻を使って見たな

らばずっと早く Conchocelis-phaseを見つけたに一連いない。他の海藻の胞子

を貝殻につけて発生させることは随分行われたが，アマノリ類だけは誰もし

ていなかったのは，研究者の頭の盲点であったわけで「コロシブスの卵」の

よい例といえよう。こうしたわけで，果胞子が出来た葉体から崩れ出る果胞

子を含めたいろいろの細胞が糸;伏発生をする中に混って少し，時?とより相当

数見られる。 養殖のヒピの上に見られるのと同様の発芽が「正常発生」とい

われ，殖田博士等によって研究され (1929)，これが育って海では小さいため

に見逃され勝ちな「夏ノリ」となって夏を越しているという説がうまれた。

北海道のスサピノリ ，東京附近のイワノ リ等では実際にrfIj:で夏に小さな葉体
が相当多く見つけられたが，アサクナノリ等では秋の胞子のつく時=期まで残

るのがあまり少ないので議論が多かった。

とこに DREWの Conchocelis-phaseの論文が出て， 白木でも多くの人

々によって数種のアマノリ類，特・にアサクナノリについて追試され，果胞子

の多く は貝殻の上に培養すると中に入って Conchocelis-phaseになるこ と，

とれが全部とはいえなくても，主な越夏形態であろうということが認められ

た。そしてその生態の研究が争って行われ，更に進んでノリ 養殖でこれを利

用して人工的にノリの胞子をヒピ等に付けて育てることが計画されて来たわ

けであるが，研究が急、に進められるのに伴なって，いろいろの興味のある問

題が提出され，又二，三の混乱も生じて来ている。

1) 用語ょの問題

糸欣体の発見に伴なって，用語上種々の問題がおきて来た。これは改め

て別の協議会を闘いて相談すべきことであるが，一応意見を出 し合うことに

した。 DREWは貝殻等に入ったi伏態のものを Conchocelis-phaseと呼んだ。

これを-stageとI呼んでもよいかどうか。ガラスの上では中に入らずに糸欣に

- 19-
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生長するが，・ζれも同じ名で呼んで1いものだろうか.日本ではいつからか

糸取体という言葉が使われているが適当だろうか。とうした疑問が皆から出

され，又貝殻に入qたものが Conch~elis-phasE! "'{:， ガラス等の上のを糸蹴

体というのが良い(新崎).という意見も出た。結論はもち各ん出せないが多く

の方々iの意向では，生活史がまだはっき‘りしていない現在では Conchocelis-

S脂ge匙い1うのは言葉φ意味がらもあまり適当でなく，ιDREWの命名を尊重

、して“Conch∞elis.同phase'~ と呼んでおく.のがよく， 日本名は“糸献体"でよ

炉泥ろ:ラレそし?て“貝殻の中の糸昧体?，A ガラスの上の糸肢体"等としておく

わが穂当だろう乞いう乙とであった@

・ζれ等.の点について，‘当日欠席した黒木宗尚氏から意見が管せられた。

要旨は次のよ 5であ:!.>.(要約したために文意を尽せない点があり，この点同
氏と会員諸民にお詑びしたい。もし誤りがあれば著者の責任でーあるJ
員殻中の糸肢体障コyコセジ・ス，又は穿孔糸蹴体と呼ぶのがよいと考え

るι 英名で， Conch∞:elis-stag~ も誤りではないであろう。

e 胞子加工ついてJ>，まぎらわしくないように，ョ γコセPスからの胞子と

若い葉体からの胞.子に>>U.の名をつけたいb外国ではPorthyraの葉体に無性

的にf乍られる胞子について.BEi:.T草OLD(~881， 82~ は“neu廿al spore"と呼ぴ，
Sca班也(1894，96~. ~m は果胞子も含めて.“mon部pore" と呼んだ.その後は

報告が少ない。 Bangiaも含めていうと"1930年代までは“heutralsporE!"， 

“mo:t).osi>Cfre";' '''ase~u~l spore"の何れかを使い，;.他の名を併記じている。

\9~O 年伐には'':tnonospore"' が多く使われている。 • (gonidiaは母細胞内に数

個作られ・るもので;問題の臨子に対しては適当でないJ
t若い葉体からの胞子をヤmonlωpore"と呼ぶのは「適当な用語」であろ

うじかし形成の様子から，糸蹴体に生ずるのが，より「単胞子らL，< J感
ずる。それで報文で葉体からの胞子に最初に使われ，その後も使われている

μneu佐alspore"を使って区別した。

次に胞子の名について，日本では殖回(192町以来，ノヲの幼穿のi先の細

臨の内容全体が一つの胞子となりて脱出し，すぐ又ノリの葉体比二なる胞子を

“単胞子'imonospore"ど呼んで来た。黒木 (195司は己れを“中性胞子.~'とし，

系献体ft.生ず箔胞子に新たに“単胞子"の名を与えたー両方に出来る胞子と

もに.栄養繁殖的たおのぜ，.むしろ“芽胞子"とぜも呼ゐではどうか{新崎)と

もいわれーた。¥之うした胞:子の名について〆研究がまだまだ進行中の今，急、ぃ

一町一
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で名を改めるよりは，何れも単胞子とH子んでも誤りではないし，先取権もあ

るのだから，“幼芽から出る単胞子“糸i伏体に作られる単胞子"と呼んでお

き，将来，研究が進んで生活史がはっきーりしたl時に，改めて皆で協議するの

がよいであろう(三宅)との意見に大体賛成されていた。

2) 生活史の問題

アマノリ類の生活史を，業体に有性生殖で生じた果胞子は員殻等に入っ

て糸献体となり ，これに無性的に生ずる単胞子は岩，ヒピ等の上で育って葉

体になると簡単に割切ってよいものだろうか。

とれについて新崎氏から，先ず “果胞子"とするものが全部有性生殖の

結果出来るのだろうか。そうとすると諜体の縁に一面に出来るが，雌性細胞

がほとんど全部受精したことになり，あまり受精率が高すぎないだろうか。

又この“果胞子"は多くは糸紋体になるが，中にはヒピの上に見られると同

じ架体になる発芽，従来のいわゆる 「正常発生fが混って出るこ ともた しか

である。その割合がアサクナノ リのナガパ型のものでは少なく ，マノレパ型で

多い。又閉じマノレパ型でも秋の末， 春には多く ，真冬には少ないのが見られ

る。黒木氏は “雌性細胞が受精して出来た果胞子は糸;伏体になる。このほか

に雌性細胞が中性化し受精しないものが果胞子と混って生じこれが葉体に発

生する"というが，とうまで割切れるかどうか。又果胞子の中にはすぐ発生

をせずにそのまま休眠7状態になる;場合が室内実験でも，又海でも見られるが，

これが正常発芽することも確かにあるが発芽して糸欣体になることもづきえら

れる。更に葉体の栄養細胞をとり出すと糸朕発生をする とこ う報告もある。

簡単に「果胞子だけが糸獄体になる」とはいい切れない。 DREWも最近の報

にで，貝殻の中の糸紋体が胞子によるかどうかはわからないが， 新しい貝殻

告うつって又糸朕体を作るといっている。

j漆山氏は糸!伏体の細胞学的研究を行っている。主として ツェγカー固定，

フオイノレグン染色を使った。その結果は，葉体の栄養細胞，雌性細胞，精子

はn，受精卵，果胞子は2nで Magneのいう様に， 果胞子が作られる時ーに

減数分裂は見られない。 2nの果胞子から生じた糸;伏体も 2nであるが，葉体

から巣胞子と一緒にくずれ出て来るやや大きなおそらく雌性制胞がnで，こ

この業体になる後生を「正常設生J，糸11先になるのを「異常;~生J と 呼んで来たが，こ

の呼稿写は改める必要がある。「業体への王室生J(叉は fj直接後生J)，と「糸状溌生」と呼
ぶべきであろう o
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れから生ずる糸;伏体はやはり nである。刊日の貝殻の中の糸以体も 2nのもの

がやや多いが nのものが相当見出されている。減数分裂がどこで行われる

かはまだはっきりしない。糸i伏体が2nで葉体がnとすると糸;伏体に胞子が

作られるI時に行いそうに思われるが，との胞子形成の時の様子はちょっと減

数分裂を伴な う胞子形成としてはおかしい。 意外なことに，糸j伏体からの単

胞子をヒピにつけて育てた莱体を 1個だけしらべたが， これは2nであった

という。

糸肢体に 仰の ものと 2nのものと両方あるのが実際なのかどうか，減数

分裂がいつ行われるのか，核相と諜体，糸肢体の関係がどうなっているのか

等は是非明らかにしたい問題である。同時に，高等植物をも とにしたこうし

た細胞学的な方法，考え方が，下等なアマノ リ類にそのままとり入れてよい

かどうかも検討する必要があるかもしれない。

3) 形態上の問題

ガラス等の上に生長した糸i伏体には細胞の隔l肢がはっきり見られるが，

貝殻の中では隔膜がそれほどはっきりしない。この)院が細胞膜かどうか，細

胞が多核かどうかが疑問とされた。j篠山氏は貝殻に入っている糸i伏体を固定

する場合，固定液の中の酸で貝殻がとけるが，残った糸j伏体には外l院け、はっ

きり見られ，所々に隔l院が見られるという。これについて三輪氏から染色し

て隔!肢が蛋白か含水炭素かを染め分けて判定したらよいと提案された。

アマノ リの種類によって糸蹴体が形態的に見分けられるかどうかが問題

にされた(fI盛岡)。これに対して， 種類によっては見分けが大体出来るものも

あるが，出来ないほど類似しているものも多いことがのべられ，又同じ種類

でも貝殻の種類で形が大分違って来ることが指摘された。

4) 生理上の問題

貝殻の中の糸肢体は海水中の葉体とは生理上還った点のあることが考え

られる。貝殻の中に生長していく ;機榔はどうなのか，何か酸を分泌するとす

れば， これはどんな酸でどうして作られるのか0 ・ガラス上の糸肢体ではどう

なのか。貝殻等生物の作った石灰質のものに入るが，貝殻の有機物を栄養ーに

浮IJ用するのかどうか。呼吸，同化等のガス交換，水中の栄養l鼠の摂取はどこ

からどうして行うのか。その他いろいろの疑問が出るが，今の所この方而の

研究が全くない。

病気かも しれないが，培養中，貝殻ー商にひろがった糸以体が所々で淡
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緑色に変色して死んでゆき，その範囲が門くひろがっていくのが往々見られ

る

5) 生態上の問題

地物 :ー何に穿入して糸以体になるかについて， 二枚貝の貝殻のほか，

巻員貝殻，エピやカニの死殻，フジ'ツボやエボνガイの生きた殻，卵殻等生
物掠の有機質のものには皆入るが，石灰石ミ与には入らず，雲母，木，竹にも

入らない。 DREWも最近エボジガイ等で見ている。二枚貝では死殻内面に多

いが，カキでは生殻の外縁にも，エボVガイは生殻表面に穿入する。入る殻

によって糸;伏体の形が変化するが，タイラギでは顕微鏡で見える小区画内で

生長し，隣りの区画にはいかない。又培養で果胞子がすぐ穿入するのが多い

が，表面に糸献に伸びてからあとで穿入する;場合も多く ，又果胞子が一時休

眠l伏態に入り ，その後穿入する時もあろう (新l崎t

光，i侃度等 :ー各方面でしらべられている。当日話題には出なかったが，
二，三問題を拾ってみたいa 暗い所では生長が止まり ，明るい程生長が早いa

タシク培養ではちょっと下では光不足で生長がひどく遅れる。各所での培養

を見ると，大体戸外の 1/10の明るさの室内でよく生長している。戸外の直射

円光は 1/2に遮蔽すれば支障はないともいわれるが，室内培養を急、に海に入

れ，又は直射日光にあてる とすぐ死ぬ。大量に培養している時，初夏の頃に

思いがけない直射日光が入って殺してしまうことがよくある。

室内培養では 340~350 位に上ると危険ら しいa しかし海の干潟で水の少

しある所では，もっと高置でもよく生きているかもしれない。熊本水試の菊

池川尻での分布調査では，戎る戸iさの干潟地に夏によく生存しているのが見

られている。生長には 150~25。特に 200 位が最もよいらしく 100 以下では

生長がずっと遅れてくる。

砂泥に埋もれた場合，砂では1週間以上元気でいるが，泥では数日以内

に死んでしまう。

海水中l'CN， Pを布11うと生長が早くなる。
単胞子の形成 :一普通には初夏水温が 240~250 l'Cなった頃に形成され

始め，秋に同様の温度に下った時:に急に多く作られる。光が少ない時，塩分

濃度がうすい海水を使った時，又時期が遅れて培養を始めた時には胞子形成

は遅れるか，少ないι 前年のもの又は早〈秋の末に培養を始めたものでは，

春に胞子形成が見られ， 海でも容に胞子を作っているものが見出 される。~
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る生畏段階に遣してから，水温が適当(150-25。りであると胞子を作る様に見

えるが，はっきりしない.培養で員殻に沢山果胞子をつけて，員殻が真黒く

見えるほど糸献体が密生した場合は胞子形成がかえって少ないらしい.胞子

形成に日週期(長日性・短目性)の問題はないらしく見られる.

単胞子の放出:ーやや高水温 240_25'。で胞子礎が既に成熟した場合は

100_22。に下げると 3-5司自に放出を始めるa 熟したものを2-3日冷識障

(100以下)におき，取り出すと 30分位から放出を始める.時期が遅れて 150

位になって熱したものを20。に保っと何日か後に放出されるという. このほ

か. 1日の中の温度変化も有効に働くかもしれない.戸外においたものが，

恒温槽の中のものより放出がはるかに多いという例がある。

室内実験では朝放申され，曇天では時刻が遅れ，暗くするとずっと遅れ

てだらだち放出される。海中においたものは潮の干満でとの放出時刻が左右

されるかもしれないと考えられていたが，やはり日の出直後に放出されると

とが話された{山崎・斎藤・須藤L

毎日の放出量に多少があり，大体大潮後に多いらしい。員殻をとわした

り，プラνでこすったり，水を揖持すると放出が多い.室内においたものよ
り，しばら〈海に入れ，やはり貝殻穿孔性の藍藻等が混っている方が，胞子

の成熟放出がーせいに行われたという例がある(太田L
金子氏から，ノ Pの養殖で，ノ 9の芽が大潮の昼間の干潮時に2-4時間，

水の上に出る高さに多く生えるとと，浮ヒピに特に多〈はえること，人工的

に浮ヒピを一定時間水の上に出す様にすると，夜2時間千出させた場合に著

しく多くはえるとと等が話されp 又アミ等を海に入れるのに，ふつう大潮の

終りの頃に入れるとノ Pの芽が多くはえるととが知られているが，こうした

事実を説明し，更に養殖法を改良するというのには，まだまだ研究が足りな

いととが認められた.

6) J IJ養殖に鹿用する面からの問題

いろいろ問題はあるが，人工的な管理を加えてアマノ P類を夏を越させ

るためには，糸肢体を利用し，むれから秋に出る胞子を育てるのが最も容易

な方法だと認められる(新崎・須藤Lとの越夏糸賦体を利用して，秋にノ 9

の胞子をつけることを人工的に行い，又は海での胞子付けの補助をしようと

いう試みが各方面で盛んに行われ始めた.. 

アサクナノ Pの養殖では，秋にヒピ，アミ等を海の干潟の適当な高さに

一誕ー



アマノリの糸状体に I!~する座談合の記鍛 53 

立て こんで，自然に胞子が流れて来てついて育つのを待っている。ところで，

特に瀬戸内海 ・九州方面では，自然に胞子が産業上充分の数だけつく場所が

限られていて，胞子のついたヒピ，アミ等を移して持っていけばノリがよく

育つ場所が広いのに利用出来ないというのが現朕なのである。これに加えて，

自然にまかせるので，胞子のつき方に多少が出来易い。 糸j伏体から秋に出る

胞子をヒピ等につけて育てると立派なノリになる ζ とは熊本水試の大田技師

によって 1953年にたしかめられ，その後， 熊本・愛知その他各県の水産試験

場で熱心に研究されている。今の所，将来実際化するという希望はあるが，

それまでにはまだまだ解決すべきf問題が山程あるといえよう a カキを人工府:

化し，育てて稚貝にするこ とが数年前から技術的に成功していながら，なか

なか産業化出来ない，之と閉じになりはしないかという心配がされるが，カ

キにくらべて，ノリでは糸朕体は培養がずっと容易で，又一つの貝殻から秋

，に数千~数万の胞子が得られるし，又ヒピ等に胞子をつけて育てると，之か

ら二次的に又胞子を出 Lて繁殖するため，能率がずっ と良く 出来る望みが充

分ある。

しかし，貝殻に果胞子をつけ，春から秋まで糸lIkf本を育て，秋I'C)抱子を

とってヒピ等につけるのを，どこでどうしたら能率的なのだろうか。全部室

内でするのがよいのか，海でするのがよいのか。純ですれば大量に出来るが，

夏を越させる場所と装置に困る。埋もれても，ブジツボ等に上につかれても

死ぬので，こうしたことがない様な工夫がいる。 海で能率良く 胞子をヒピ等

につけるのにはどうしたらよいのだろうか。半割りにした竹に貝殻を入れ，

胞子をつける割竹でまいて海に入れ(熊本水試)，干潟に干潮時に水の残るプ

~ }レを堀って貝殻を網の袋に入れておき(愛知水試)j ノリの発芽が見 Gれて

し、る。

室内培養では夏に高温になりすぎるのでどうするか。冷却するのがよい

か，暗く しただけでもよいのか。又秋に胞子を付-けたいl待に，胞子を丁度熟

させるにはどうしたらよいのか，今の所では胞子が熟するのが遅れ勝ちであ

る。又ほ しい 日のほ しい時刻に胞子を出させる方法はどう したら良いのか。

こうした胞子放出の controlが出来ていないので，糸肢体から出弓胞子のど

くー音(1しか利用出来ない有様である。又胞子をどれだけアミ等につけたら良

いのかもわかっていないし，又どれだけ付いたかを早く見る方法も不完全で

ある。要するに，糸;伏体から出る胞子を育ててノリ にすることは出来たが，
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之を能率化し， 産業化するための方法はすべて今後の研究にまつわけで，経

済的に成立つかどうかの見と うしはまだ立っていない。室内で胞子付けをす

るとい う場合，胞子をつけるのによい時期が秋のごく短い期間で，一年のあ

との大部分は設備が遊んでしまう点が特に経済上の現m点になるだろう。

なお糸;伏体からの胞子をすぐ利用するかわりに，早く夏~初秋に室内で

育てて， 之から出る胞子又はすりつぶ して出る細胞をヒピ等につけるのが能

率的だとい うこ とが倉掛氏(愛知水試)により提唱されている。

このほか，糸;伏体をへて二代田のノリを育て， 種類，品質の性質の昨認

が行われ始めている(須藤Lというのは，アマノリ類は外形が簡単でしかも

環境条件で変化し易いので，種類の性質がつかみにくいためである。追伝の

研究，更に品質改良に進展出来るかもしれない。

こうした日新ら しい仕事にのみとびっかずに，むしろ糸j伏体の知識をも

って， 従来の胞子をつける場所をしらベなおし， まだ未利用の場所を見つけ

出すという ことにもっと努力がはらわれて もよいのではないだろうか。

エグロ ー ド著

ハワイ産管朕総藻類の ?ifF究

L. E. EGEROD: An Ana!ysis of the Siphonous Ch!orophycophyta with 
Specia! Reference ωthe Siphonoclada!es， Siphona!es， 
and Dasyclada!es of Hawaii. Uuiv. of California 
Pub. in Bot. Vol. 25， No.5， 1952. 

陥l肢のない単ーな多核細胞体，&.ぴ後に!偏艇が11¥来て多くの多核謀IIIJJ@.からなるf本，或

は生殖l時にだけ多;該の体 となるものを者三者は Siphonoclada!es，Siphona!es &.ぴ Dasy-

cladalesの3~加こ入れて ノ、 ?イ援の積類を研究してν 、る。

この分類系は大休 BORGESEN(1948)にi{sじ，従来 Siphonocladalesに入れ られてν、

た C!adophoraceaeを segregativedivisionをしなν、J}.等により， との族から分湖tして

いるが之には多少疑I}J]がある械である。 叉 Siphonalesに入れられてν、た Vaucheriaceae

を生殖細胞の形態拳，及ひ'他の生現象iJ~J立場に被る SMITH のi況をと 日 ， Xanthophyceae 

に移しているのが著 しい純である。

Si phonocladalesは多くの多核細胞からなり，不規則な分枝をし，segregative divi-

sionを行い，色素f本の市1m伏をなす族であ り， 之にハワイ践の4科， 7 FJ3， 12椀 ("Ilの1は

新磁)が色合されてν、る。
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叉， Siphonalesは FELDMANNによ りCaulerpales及び Eusiphonalesに分隊され

たが，潜Z者は OLTMANNSの説によ !J，休に|偶)換がなく ，体は非相羽Lfで，石灰を被るもの

があ り，色素体はがj)伏に迎絡せず， 商~I尚子は築設f本自身に，叉は甑~f尚子裂に lJj来るものを

との族に入れている。 之には 3科， 7 fJil， 19磁 (中の3は新磁，更にその2は Silvaのミ

ノレ廊の新種)が記滅されてν、る。

夏に， Dasycladalesは PASCHER (1931)が放射相栴の体を有する事により 前の2族

から分離 した説に より，体制稿!民がなし生町古時にだけ多;核，石灰を被 り， 色素体は綱!伏

に連絡せず，配偶ヲーは飢{尚子議中に出来る族とし，之に 1科. 3filJ， 6額(中の1は新種)

が明かにされてU・る。

(北大現象部純物塁手数室 l坂井);Ii!:志雄)

撃曾銭事

木曾令長山問主:;;男教授は去る7月r.llf[j， ノーノレウエ ー図， ト ロ ン ~.-'、イムIIJに於ける

第コ回図際行手渡京間討議令 (2ndInternational Sea;weeds Symposium)に日本代表とし
て出席のため 7 月上旬務関空港 を :l， ~遣 さ れ， 同令議終了後， ノレ ン ト1 ダ プリ ンを始め欧I:1H

9ケ闘の著名な るノ、ーバ リューム及び大路， 研究所等を歴訪，約 2mi月間の長迭の旅行 を
終えて9月6日知事鏑捗jされた。

- 27-



. 



印刷者

革連 行 prr 
fL偶市 jti由甚大時理場!m鉱物・獣宮内

開通停 IJ・偲 13 3ð~ 

.. 




